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エグゼクティブサマリ 

 

 豊島区では、2005 年度から全世代が利用可能な地域コミュニティ・防災などの拠点施設

として、「区民ひろば」を運営している。区民ひろばを開設する以前は、高齢者や児童向け

の支援施設をそれぞれ運営していたが、財政上の課題が顕在化したことから、2005 年度よ

りモデル事業を開始し、それぞれの機能を集約化し、段階的に統合を行うことで、現在では、

22 地区 26 施設を区内の小学校区ごとに配置し、運営を行っている。 

 

 区民ひろばは、地域の多様な活動や世代を超えた交流を促進するとともに、区民主体の自

主活動を促進することで地域コミュニティの活性化に寄与することを目的としている。高

齢者の健康・福祉の増進や区民・地域の交流、子育て支援、自主活動の支援を主要な事業と

し、施設に応じて、地域住民によって設立された NPO 法人に業務委託をすることによる自主

運営を行うなど、地域活動の母体となっている。しかしながら、利用が高齢者や児童などが

中心となり、中間層の利用が少ないことから、世代間の交流が生まれにくく、また、運営の

画一化などの課題が生じており、地域コミュニティの拠点としての運営の在り方を見直す

必要が生じている。 

 

 そこで、令和６年度より「「地域区民ひろば在り方検討委員会」を設置し、コロナ禍を経て、

時代に即した区民ひろばの在り方を検討すべく、議論を開始した。社会環境の変化なども踏

まえ、地域のニーズや特徴を踏まえた区民ひろばの新たな運営方法を検討するため、近隣住

民や地域の特徴などのデータを活用した施設運営を目指し、本プロジェクトを開始した。 

 

 本プロジェクトでは、地域住民のウェルビーイングに関するデータや施設の利用状況な

どのデータを取得するとともに、地域の特徴的な施設等の情報を組み合わせることで、地域

住民や利用者の QOL を向上させる区民ひろばの新たな運営方法を導き、区民ひろばを中心

とした地域活性化を目指し、令和 6 から 7 年度において以下の内容について実施・検証を

行った。 

 ・施設利用における利便性の向上とデジタルサービス利用者の拡大 

 ・地域特徴を踏まえた運営改善による施設価値向上 

 ・地域住民の主観的なウェルビーイングに関するデータの活用可能性 

 ・施設利用者に関するデータ活用による施設の民間活用の可能性 

 

 本報告書は、地域特徴に関するデータを活用した公共施設である区民ひろばの運営改善

策の検討手法の確立を通じた、地域の活性化を目指し、豊島区が抱える課題や解決に向けた

取組、開発したサービス等、事業全体について報告するものである。  
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１．はじめに 

1.1 本事業の背景と目的 

 豊島区は、かつて東京 23区で唯一「消滅可能性都市」との指摘を受け、これを機に様々

な取組を実施してきた。1999 年度は、区として借入金残高が 872 億円を抱えるなど、財政

面での大きな課題を抱え、また、同時期の人口は約 25 万人程度と減少の一途にあった。そ

のような中で、公共施設の統合などの財政改善策を講じることで、近年は人口も増加し、財

政状況も改善し、2024 年に人口戦略会議が発表した報告書では、消滅可能性都市から脱却

している。 

 

 区民ひろばは、このような財政課題を抱える中、別々の施設として運営されていた主に高

齢者向けの支援施設である「ことぶきの家」と子供向けの児童館を統合し、全世代が利用可

能な地域コミュニティの拠点として一体的に運営することで機能強化を目指し、運営が開

始された。 

  

 設立の経緯から、現在、区民ひろばは、豊島区の小学校区である 22 地区に 26の施設を設

置し、運営している。区民ひろばは、施設に応じて、業務委託により地域住民によって設立

された NPO法人によって運営が行われるなど、地域活動支援の母体となっており、高齢者の

健康活動支援や子育て支援など、地域における社会福祉の増進に向けた取組を進めている。 

 

 しかしながら、設立から一定期間が経過し、利用者が高齢者や児童に集中し、中間層の利

用が低迷するなど、世代間の交流を通じた地域コミュニティの活性化を目指す中で課題を

抱えている。また、運営手法においても、紙媒体等によるアナログ式の利用申請処理が行わ

れ、利用者の実態が正確に把握できず、また、事務処理・運営管理においても利便性や効率

性の観点から課題が生じている。 

 

 このような背景から、コロナ禍を経て、時代に即した在り方を検討する必要があることか

ら、豊島区において 2023 年度に「地域区民ひろばあり方検討委員会」を設置し、区民ひろ

ばの運営の新たな在り方を検討すべく議論を開始した。当該検討委員会においては、地域の

特徴を踏まえた施設運営やデジタル活用による運営方式の改善などを目指すべきとの方向

性が示された。 

 

 そのため、本プロジェクトでは、地域の特徴や地域住民のニーズを踏まえた、地域性に応

じた施設運営を行うことを通じた地域活性化を目指し、デジタル導入やデータ利活用によ

る区民ひろばの運営の在り方改善を行うことを目的とする。 
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1.2 エリアの課題 

 区民ひろばは、地域コミュニティの拠点として、豊島区内の小学校区ごとに設置しており、

2020 年から生じた新型コロナウイルスによる影響で一時的な利用者の減少は見られたもの

の、2023年度には年間延べ約71万人が利用しており、住民への一定の役割を果たしている。

他方で、利用者は高齢者や乳幼児を連れた親子の利用が７割程度と偏りがあり、多様な世代

の交流の場として期待する機能が十分に実現できていない状況にある。 

 

 2020 年から生じた新型コロナウイルスによる社会環境の変化を踏まえ、時代に即した施

設運営の在り方を検討すべく、2023 年度には「地域区民ひろば在り方検討委員会」を設置

し、議論を行ってきた。検討委員会では、中間層の利用促進や子どもの居場所の創出、リア

ルとバーチャルでの交流の促進、DX 推進による業務負荷の軽減、自主運営の見直しなどの

課題が挙げられた。 

 

 豊島区は、池袋や大塚などの繁華街を有する商業エリアや池袋本町や要町、雑司ヶ谷など
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の住宅地域など、狭いエリアに様々な特徴を持った自治体であるが、区民ひろばは設置の背

景や経緯から、画一的な事業運営が行われており、また、アナログ方式による施設運営から

どのような年齢・性別の利用者がいつ利用しているか、どの程度の頻度で利用しているかな

どの情報を得ることができず、地域の特徴に合わせた運営を行うための検討に必要な情報

そのものの取得ができていない状況にあった。 

 

 

 

1.3 実施体制 

 本事業は東京都との協定の下、豊島区が主体となり事業を実施した。地域の特徴に関する

データの取得・分析、取得データを活用したプラットフォームの構築などについては日本電

気株式会社、また、区民ひろばの入館状況の把握に向けたデジタルシステムの導入について

は株式会社マーブル・デザインが実施した。加えて、地域コミュニティの活性化に向けた助

言を得るために、立教大学コミュニティ福祉学部コミュニティ政策学科の権准教授に参画

いただき、立教大学の学生の協力も得つつ、地域活性化に向けたデータ取得や具体的な手法

の検討に尽力いただいた。 

 

 都市データの活用に向けては、都内他区市での類似施設への適用に向けた共同検討とし

て大田区や池袋におけるエリアマネジメントを行う池袋エリアプラットフォームの運営事

務局であるサンシャインシティと情報共有を行うことで、本プロジェクトを通じて得た手

法の水平展開に向けた体制を構築した。加えて、豊島区内においても公園など、同様に課題

を抱える部局とも情報連携を行い、区内でのデータ活用をさらに発展させることを目指し

た連携体制を構築した。 
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２．目指す姿 

2.1 エリアが目指す未来 

 区民ひろばは、豊島区における住民福祉の向上に寄与する重要な施設であり、福祉等の基

盤事業を中心としつつ、地域ごとの特徴を踏まえ、特色あるエリアに合わせた施設運営を行

うことで、住民の生活の質の向上を支える施設を目指している。 

 豊島区には、池袋や大塚のような様々な人々が来訪し、にぎわいや文化創造による交流が

あふれるエリアや、池袋本町や要町などの子育てニーズや住民の多様性に特色のあるエリ

アなどがあり、地域の特性や地域住民のウェルビーイングに関する考え方などを把握する

ことにより、公共性と地域性を両立したデータ利活用による施設運営を通じて、地域ごとに

特色を持つ区民ひろばを生み出し、地域力の向上・地域活性化を推進していく。 
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2.2 ロードマップ 

 これまで区民ひろばでは、区民ひろばの設置の基本理念に基づき地域の多様な活動や世

代を超えた交流の促進、地域住民主体の活動を促進することで地域コミュニティの活性化

に寄与するよう、基盤事業を着実に実施し、運営を行ってきた。 

 本プロジェクトでは、デジタルを活用することで地域の特徴や資源に関するデータの利

活用を行うとともに、デジタル技術の活用による住民・施設運営における利便性の向上を目

指した取組を実施するものである。これらの取組を通じて、エリアが目指す将来像である、

エリア特性に合わせた特色のある区民ひろばの創造に向けた基盤の構築を目指すものであ

る。 

 また、得られたデータについては、都市データ連携基盤や東京都におけるデータプラット

フォームとの連携を通じた、他のエリアなどへの活用を通じた発展・水平展開を目指し、デ

ータ整備を開始した。 
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2.3 KPI 

 事業初年度の令和６年度は、特色ある区民ひろばの検討に必要となる、地域の特徴や住民

のウェルビーイングに関するデータの収集を行うことを中心に KPI を設定した。また、区民

ひろばの利用者の属性や利用状況を把握することが次年度以降の検討材料に必要であった

ことから、区民ひろばの入館システムの構築を行い、当該システムの UI・UX について施設

運営者によるユーザビリティ調査を実施することなどを KPI として設定した。これらの KPI

を設定することで、次年度以降の区民ひろばの在り方検討に必要なデータソースを得るこ

とができた。 

 ２年度目である令和７年度は、構築された入館システムと令和６年度に取得した住民の

ウェルビーイング等に関するデータを統合したデータプラットフォームの完成に向けたデ

ータ取得数等の KPIを設定した。また、入館システムやデータプラットフォームのサービス

実施期間を設定するとともに、入館システムのサービス利用人数を KPIとして設定し、導入

サービスの利用状況を把握・検証することとした。 

 

これらの KPI はそれぞれ関連し、様々なデータの取得を行い、検証に必要な基礎的なデー

タの基盤を構築するとともに、導入するデジタル技術のユーザビリティを調査することで

最適なシステムを構築・導入、さらに、導入したシステム利用状況のモニタリングを実施す

る。その上で、区民ひろばの将来像を検証し、実証を通じて、区民の区民ひろばに対する満

足度を測定することで、データ利活用による運営改善の効果を測定することとした。 

  

事業の KPI と考え方 
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３．本事業の位置づけ 

3.1 エリア全体の取組の中での位置づけ 

（１）豊島区基本構想・基本計画の策定 

豊島区は、将来の地域像を描き、区政運営の方向性を示す最上位の計画として、令和７年

度に基本構想「（令和 7年度〜16年度までの 10 年間）及び、それを具体化する基本計画「（令

和 7 年度〜11 年度の 5 年間）を策定した。これらは、区民生活の質を向上させ、持続可能

な都市づくりを進めるための共通指針として位置づけられている。「 

 

基本構想では、未来に向けたまちの姿や理念が示され、区民、企業・団体など幅広い主体

との協働のもと、豊島区の“ありたい姿”が描かれている。基本計画は、それを実現するた

めの施策の方向性を整理し、7 つのまちづくりの方向性に沿って体系的に構成されている。「「 

7 つの方向性は以下の通り： 

 １．地域と共に支えあう安全・安心なまち 

 ２．子育てしやすく、子ども・若者が自分らしく成長できるまち 

 ３．生涯にわたり健康で、地域で共に暮らせる福祉のまち 

 ４．豊かな心と活発な交流を育む多彩な文化のまち 

 ５．活気とにぎわいを生みだす産業と観光のまち 

 ６．共につくる地球にも人にもやさしいまち 

 ７．誰もが居心地の良い歩きたくなるまち 

これらの方向性は、区内の安全・福祉・文化・産業・環境・生活基盤など多岐にわたる分

野を総合的に捉え、誰もが安心して暮らせるまちづくりを展望している。 

基本構想・基本計画の策定プロセスには、区民ワークショップや未来としまミーティング、

説明会・パブリックコメント等、多様な意見の聴取が反映されており、区民参加型の計画づ

くりが進められた。「 

これらの計画は、各事業の基本的な根拠となるのみならず、年度ごとの予算編成・実施計

画・評価にも反映されている。基本計画の実行状況は年次でフォローされ、持続可能な行財

政運営と合わせて、地域ニーズに応じた施策展開が進められている。「 

 

（２）総合計画における本プロジェクトの位置づけ 

基本構想は、将来にわたって持続可能で、多様な人々が安心して暮らし続けられる都市を

目指し、区政運営の最上位計画として定めている。基本構想では、「誰もがいつでも主役」

「みんながつながる」「出会いと笑顔が咲きほこる、憧れのまち」という理念を掲げ、年齢、

性別、国籍、障害の有無などを問わず、すべての人が地域の担い手として関わり合いながら

暮らせるまちの実現を目指している。 

この基本構想を具体的な施策として展開するために策定されているのが、豊島区基本計
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画である。基本計画では、福祉、子育て、文化、産業、環境、都市基盤など、分野横断的な

視点から区政の方向性が整理されており、「地域と共に支え合う」「人と人とのつながりを育

む」「地域資源を活かした魅力の創出」といった考え方が、全体を貫く共通の軸として位置

づけられている。 

こうした総合計画において、区民ひろばは、単なる公共施設の一つではなく、地域コミュ

ニティの基盤となる拠点として重要な役割を担う存在として位置づけられている。区民ひ

ろばは、子どもから高齢者まで、誰もが利用できる身近な居場所であり、世代や立場を超え

た交流を生み出すことで、地域のつながりを支える「地域のハブ」としての機能が期待され

ている。また、防災や見守り、地域活動の支援など、日常と非常時の双方において地域を支

える拠点としても重要な役割を果たしている。 

一方で、社会環境の変化や人口構成の変化、ライフスタイルの多様化により、地域コミュ

ニティの在り方そのものも変化してきている。従来の画一的な運営や、利用者層が限定され

がちな施設運営だけでは、総合計画が目指す「誰もが主役となるまち」「多様な主体がつな

がるまち」を実現することは難しくなっている。このような背景から、区民ひろばについて

も、地域ごとの特性や住民ニーズを踏まえた柔軟な運営への転換が求められている。 

豊島区では、こうした課題意識のもと、「地域区民ひろば在り方検討委員会」を進め、区

民ひろばを地域ごとの特徴に応じて進化させていく方向性を示してきた。その中で重視さ

れているのが、エビデンスに基づく施設運営と、地域住民の主観的な価値や幸福感（ウェル

ビーイング）を踏まえた施策展開である。 

本事業は、この総合計画及び区民ひろばの在り方検討における方向性を具体的に実装す

る取組として位置づけられる。地域の人口構成や利用状況といった客観的データに加え、住

民のウェルビーイングに関する主観的データを収集・可視化し、区民ひろばの運営改善に活

用することで、地域ごとの特性に応じた取組を検討・実証することを目的としている。 

また、本事業は、単に区民ひろば単体の改善にとどまるものではなく、総合計画が掲げる

「協働」「つながり」「地域力の向上」を具体的な形で推進する実践の場としての役割も担っ

ている。区民ひろばを起点に、住民、大学、民間事業者、行政がデータを共有し、対話を重

ねながら新たな取組を生み出すプロセスは、今後の豊島区におけるまちづくりのモデルと

なることが期待される。 

このように、本事業は、豊島区総合計画において示されている将来像を、地域レベル・施

設レベルで具体化するための先導的な取組であり、区民ひろばを「利用する場所」から「地

域の未来を共につくる場所」へと進化させるための重要な位置づけを持つものである。 

 

 

3.2 サービス・技術の位置づけ 

 区民ひろばは、地域住民の福祉向上に向けた行政が運営する公共施設であり、公共施設の
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在り方をデータ利活用により改善させるために必要な情報を整備するためのデータプラッ

トフォームを構築することから、豊島区がデータプラットフォームの運営主体となること

として事業を開始した。 

 また、本事業を通じて得られた住民のウェルビーイングに関する特性などのデータは民

間事業者によるエリア開発や地域のまちづくりにおいても利活用が想定される。行政にお

いても、区民ひろば以外の公園等の公共施設においても同様に地域ニーズや住民特性など

のデータを活用した施設の統廃合や最適な管理手法の検討などにも活用することが期待さ

れる。 

このことから、データ利活用が行政内外で促進されるようデータをダッシュボードとし

て整備し、外部公開できるよう Microsoft「Power「BI を利用し整備することとした。 
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４．取組内容 

4.1 取組内容の詳細 

 豊島区内の 22 地区 26 施設ある区民ひろばを中心とした地域活性化に向け、地域の特性

に合わせた運営の在り方を検討するため、地域の特色を把握するために必要な情報の収集、

収集したデータの可視化、データを踏まえた新たな取組方法の検証、さらに区民ひろばの利

用者・運営事業者の利便性の向上などを目的として、取組を実施した。 

 具体的には、人口分布などの統計等による基礎データの収集を行うとともに、区民の地域

愛着に関する意識調査などのデータ、また、区民のウェルビーイングや居住地域に対する印

象などに関する主観データの収集を実施した。また、一部の区民ひろばを対象として、区民

ひろば周辺の地域の特色あるスポットや街の雰囲気に関するエスノグラフィー調査を実施

することとした。 

 また、区民ひろばの利用状況について、従来は詳細な利用者データが収集できていなかっ

たことから、デジタル技術を活用した入退館システムを開発・導入し、これら入退館に関す

る情報をウェルビーイング等に関する主観的なデータと組み合わせた見える化システムを

構築した。 

 これらのデータを活用し、データと実際の区民ひろばの運営事業者等との意見交換を通

じて、一部の区民ひろばにおいて、データ分析を踏まえた新たな運営の方向性を踏まえた実

証を行い、データ利活用による効果の検証を行った。 
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（１）統計等の基礎データ及び区民のウェルビーイングに関するデータの収集 

  豊島区内の区民ひろばを中心とするエリアの分析を行うため、令和６年度事業におい

て、豊島区人口統計を活用し、地域別・性別・年齢別の人口データを集約した。また、あ

わせて令和５年度に豊島区が実施した「協働のまちづくりに関する区民意識調査」から、

居住地に対する継続居住の意向や地域への愛着、地域への誇りに関するデータを抽出し、

基礎データとして整備した。 

 

統計等の基礎データ概要 

 

エリア別の人口分布 

 

区民意識調査のエリア別分析結果 
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  これらの既存の統計等のデータに加え、本事業では、地域の住民が「どういったことに

幸福実感があるのか」、「どういった暮らしに関心があるか」などを調査することを通じて、

区民に対する福祉サービスの拠点である区民ひろばの今後の運営方法の検討を進めるた

め、区民のウェルビーイングに関するアンケートを実施した。 

  これまで行政ニーズの把握のための調査では、様々な要望が出てくるものの、真に住民

にとって重要な要望の判断が困難であり、政策実施上の優先順位をつけることが困難で

あった。また、区民ひろばは近い施設だと、施設間の距離が 500ｍ程度と近い場所も存在

しているものの、同時期に類似の企画・イベントを実施するなど、地域性や住民特性より

も公平性を主眼においた施設運営となっていた。このことから、住民の生活の質の向上に

寄与する要因を分析する観点から、ウェルビーイングに関するアンケートを実施するこ

ととした。 

  アンケートは、令和７年１月 15日から 3月 9日に実施し、豊島区の SNS や区広報誌で

の周知に加え、実施期間中のイベント等で依頼を行い、Web 方式での実施とした。アンケ

ート回答数は 2,436件となった。 

 

ウェルビーイングに関するアンケート調査項目 

 

アンケート結果概要 
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区民の幸福実感の分布 

 

区民ひろばに対する要望の分析結果 

 

 

（２）地域特性の取得に向けたエスノグラフィー調査の実施 

  区民ひろばは池袋や大塚などの繁華街に近いエリアの他、池袋本町や要町などの住宅

地など、様々なエリアにあることから、周辺地域の特徴を踏まえた地域事業者との連携や

地域性を踏まえて運営方法を検討することが重要であることから、施設周辺の魅力に関

するエスノグラフィー調査を実施した。 

  エスノグラフィー調査は、地域性などを考慮し、南大塚、池袋本町及び要の３施設の周

辺を対象に実施した。調査に際しては、エリアの特徴的な施設や場所に関する調査の他、

街を観察した際の雰囲気などに関する気づきを集約し、地域の特徴・特性を分析した。加

えて、区民ひろばの職員に対してインタビューを行い、来訪する区民の特徴や現在の注力

イベントなど、運営上の実態把握を行った。 
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エスノグラフィー調査の概要 

 

区民ひろば要で実施した調査の結果概要 

 

 

（３）入館システムの開発及び導入 

  これまで区民ひろばでは、利用者は紙による入館証を区民ひろばの窓口に提出、区民ひ

ろばの職員がその枚数をカウントすることで、入館者数を集計しており、「どのような年

代の方がいつ来訪したのか」や「週に何度も来訪しているのか、年に数回程度の来訪なの

か」、「他の区民ひろばを利用しているのか」などの情報を把握することができなかった。

また、紙による入館証の集計作業は職員が手作業でカウントしており、職員の手間が発生

していた。このことから、正確な情報の把握と来訪者・職員の利便性の向上の観点から、

デジタルによる入館システムを開発・導入した。 

  入館システムは、利用者である区民ごとに利用者登録を行った上で、QR コード付きの

カードを発行し、区民ひろば利用時は受付に設置したタブレット端末に当該 QR コードを

読み取らせることで、利用状況を集計・把握できるよう構築した（詳細は後述）。 
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入館システムの設置の様子 

 

 

（４）取得データの見える化のためのデータプラットフォームの構築 

  区民の人口分布などの統計等の基礎的なデータ、住民のウェルビーイングに関するア

ンケートデータ及び入館システムから得られる入館者情報を組み合わせ、区民ひろばの

施設ごとの特徴・特色を分析し、これらデータの見える化のため、Microsoft「Power「BI を

活用してデータプラットフォームを構築した。 

  Power「 BI の設計に際しては、利用する職員によるユーザビリティ調査を行い、デザイ

ンや使い勝手などの UI/UX の改善を行い、2種類のダッシュボードを構築した「（詳細は後

述）。 
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利用者傾向に関するダッシュボード 

 

利用者状況に関するダッシュボード 

 

 

（５）データを踏まえた区民ひろばの在り方に関する実証 

  構築したダッシュボードやエスノグラフィー調査の結果を踏まえ、区民ひろばの今後

の在り方を検討し、具体的な取組の実証を実施した。実証に際しては、エスノグラフィー

調査を実施した南大塚、池袋本町及び要の３施設を対象とした。 

  今後の在り方の検討に際しては、定量的なデータのみならず、実際の区民による施設利

用の状況や運営上の課題や制約を踏まえて、公共施設として実現可能性のある取組を行

うことが重要である。そのため、ダッシュボード等で見える化したデータ分析結果を活用

し、区民ひろば職員や施設周辺の民間事業者等とのワークショップをそれぞれの施設で

複数回実施し、今後の施設運営の在り方や実証方法に関する議論を行い、実証内容を決定

した。 
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データを踏まえた区民ひろば要の総合的な分析結果 

 

  

  実証では、区民ひろばの在り方に関する満足度等について、来訪者に対してアンケート

調査を行った。その結果では、約 84％の利用者から「「とても良い」との回答が得られ、デ

ータ等に基づき検討した手法が、今後の区民ひろばの運営の在り方において一定の評価

を得られたことが分かった。 

また、実証を実施した大学生や地域事業者にとっても、区民ひろばで新たな取組を実施

したことで、地域住民や区民ひろばとの繋がりが生まれ、今後も継続的に取組を進めたい

といった前向きな意見が聞かれ、本手法による取組が区民ひろばを中心としたエリアの

活性化に寄与する可能性が見られた。 

 

 

アンケート結果概要 
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（６）区内他部署への展開、他区市・エリアマネジメント事業者との意見交換 

  地域住民のウェルビーイング等に関するデータプラットフォームは、他の公共施設等

の運営方式の検討に関しても活用可能性があることから、豊島区内の公園管理を行う部

署等に対して、当該データプラットフォームの利活用方法に関する情報共有や研修等を

実施し、今後のデータ利活用の可能性に関して意見交換を行った。その際には、継続的な

データの更新やデータプラットフォームを使いこなすためには継続的な研修を希望する

といった意見があったことから、今後もデータ利活用の事例の蓄積や周知、職員向けの研

修などに取り組んでいく方針である。 

  また、都内の他区役所と意見交換を行い、当該区が行っている都市の再開発における利

活用や公共施設運営上の課題に関して情報共有を行い、引き続き豊島区での運用状況等

を踏まえて意見交換を継続することとしている。 

  さらに、池袋でエリアマネジメントを行う民間企業に対して、取組の状況について共有

を行い、民間事業者によるデータの利活用の可能性について意見交換を行った。民間事業

者によるエリアマネジメントでは人流等のデータを集約しているが、居住者の属性やコ

ミュニティの状況などを組み合わせることで、エリア開発に活用できるのではないかと

いった意見が聞かれた。 
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4.2 実装サービスの詳細 

（１）区民ひろばの入館システム 

区⺠ひろばの利用者の状況を正確に把握するとともに、運営・管理の効率化を進めるため、

すべての区民ひろばにおいて入館システムを構築・導入した。各区民ひろばでは、手作業に

よる利用者数の集計を行い、紙や Excel を利用していたが、これらの作業に係る負担を軽減

し、利用者状況をリアルタイムで取得・閲覧することが可能となるようシステムを構築した。 

システムの構築にあたっては、登録者に関する個人情報等の管理を適切に行うため、スパ

イラル社の「SPIRAL」とデータベースとして「AWS」によって制作した。これらのシステム

を通じて得られた入館状況に関するデータは、豊島区職員が Web 上で閲覧できる管理画面

から参照することができるようになっている。 

また、施設を利用する区民ごとに利用者登録を行い、QR コード付きのカードを発行して

いる。これによって、利用者は入館時に複雑な手続きを行う必要がない、区民ひろばの受付

に設置したタブレット端末で QR コードを読み取らせるだけで利用が可能な仕組みとしてお

り、現在では、子供から高齢者までスムーズな利用が行われている。 

 

システム概要図 
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管理画面 

 

 

 

（２）地域住民のウェルビーイング等に関するデータプラットフォーム 

  統計等の基礎データ及び区民のウェルビーイングに関するデータに加え、入館システ

ムから得られる区民ひろばの利用者に関する情報を集約し、区民ひろばの施設運営の在

り方検討に活用可能なものとしてデータの見える化を行うとともに、データプラットフ

ォームとして継続的なデータ利用を行うため、Microsoft「Power「BI を活用して、データ

ベースを構築した。 

  Power「 BI は、区民の地域に対する愛着等に関する区民意識調査のデータや人口分布、

また、ウェルビーイングに関するアンケートの結果について、区民ひろばや地域単位で分

析することが可能な「利用者傾向」に関するダッシュボードと、区民ひろばごとの入館デ

ータと人口分布に関する統計データを組み合わせて表示する「利用者状況」に関するダッ

シュボードの２画面を構築した。 

  入館情報に関するデータは前述の入館システムと API によりデータ連携し、月単位で

区民ひろばの入館状況に関するデータを取得することで施設ごとに曜日別や月別、時間

帯別での利用状況に加え、他の区民ひろばでの登録者の来場状況やリピート利用の状況

を見える化した。これにより、区民のウェルビーイングの状況や施設の利用状況を踏まえ

た、データを利用した新たな取組の検討の土台となる情報を容易に参照できるよう、環境

を整備した。 
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4.3 取組の工夫 

 区民ひろばの現在の主な利用者層は高齢者が多く、デジタル技術の導入に際しては、誰も

が使いやすいシステムや UI とする必要があった。各区民ひろばに設置する入館システムに

ついては、当初検討ではグループ利用などの状況を把握する観点から複数の画面を表示さ

せる段階的な入館登録を想定していたが、利用者の利便性等を考慮し、入館と退館のボタン

のみを表示させるシンプルな表示とすることとした。得られるデータの種類は減少するも

のの、現場の区民ひろば職員の意見や実際の利用者の状況を考慮し、シンプルなシステムと

することで、高齢者から子供まで誰もがスムーズに利用することができており、入館システ

ムを利用した入館登録は特段の問題や反対意見もなく、利用されている。 

 

 区民ひろばの抱える課題である世代を超えた利用を促進し、利用者の生活の質を向上さ

せるための区民のウェルビーイングデータの把握に際しては、アンケートによりデータ収

集を行った。アンケートは属性等の項目も含め 70問程度と、ボリュームのあるアンケート

であったが、高齢者や子どもから幅広く回答を得るため、区民ひろばにおいては現場の職員

が積極的にアンケート依頼を行うとともに、回答者をサポートしながら回答を得るよう丁

寧な対応を行った。また、新たに区民ひろばを利用してもらえるよう、現在区民ひろばを利

用していない層に対してもアンケートを実施するため、豊島区の広報誌での周知、サンシャ

インシティにおけるアンケート周知を行い、幅広く回答を募った。加えて、まちづくりや地

域活性化に関する取組を紹介する情報誌である「「Discover「Japan」において、区民ひろばの

在り方検討に関する取組が掲載され、区民のみならず取組の情報発信を行うなどの取組を

実施した。これらの取組を並行して実施することで、当初の予定を上回る回答数を得ること

ができたと考えられる。 

 

 収集したデータは、それだけでは行政職員が容易に使うことが困難であり、これまでもア

ンケートなどを実施したとしても十分にそのデータを利用した施策検討が行えていなかっ

た。そのため、ウェルビーイング等に関するデータを収集した結果については、容易に分析

や在り方の検討が行うことができるよう、Power「 BI によるダッシュボードとして整備する

こととした。Power「BI における UIの構築検討にあたっては、実際に利用する区民ひろばの

職員に対して、データの種類や Power「BI の利用方法のみならず、具体的にデータからどの

ような考え方で地域の特徴を読み解くかといった検討手法について、複数回の研修を実施

した。これにより、データを活用した検討手法の定着を目指すとともに、Power「BI の UI に

対する改善点の把握などを行い、UI 構築のブラッシュアップを行った。これらの取組によ

り、データ活用に慣れていない職員であってもデータに基づく検討ができるよう、持続的に

使われるシステムとなるよう開発に取り組んだ。 
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５．取組結果 

5.1 都民が得られた効果 

 本事業の実施により、住民やワーカーなど「ヒト」に対しては、「施設利用における利便

性・利用価値の向上」に寄与したと考える。具体的には以下の点が挙げられる。 

 

（１）施設利用における利便性の向上とデジタルサービス利用者の拡大 

  従前、区民ひろばでは、施設職員が紙媒体の入館証を手作業でカウントし、人数集計等

を行っていたため、集計のミスや作業負荷が大きかったが、デジタルによる入館システム

を導入したことで、利用状況の正確な把握が可能となり、また、業務負荷の軽減につなが

った。職員の人員不足が将来的にも想定されており、延べ約 45 万人（2026 年 2 月 16 日

時点）の施設利用がある中、日常的な業務負担となっていた利用者の集計作業をデジタル

化したことで、管理負担が軽減され、利用者に対するサービスの充実に寄与している。 

 

（２）地域特徴を踏まえた運営改善による施設価値向上 

  地域住民のウェルビーイングに関するデータや居住者の人口、区民ひろばの利用状況

などのデータを見える化したことで、これまでの施設運営のみでは把握できなかった地

域のニーズを踏まえた新たな企画の実施検討が可能となった。地域の様々なデータを踏

まえて検討した実証については、参加した都民から高い満足度を得られており、また、実

証に参加した地域のステークホルダーも継続的な参画を希望するなど、双方にとって効

果的であり、区民ひろばの施設価値の向上につながっており、本事業による取組は雑誌

「Discover「Japan」へ掲載された。 

 

 

 

 

 また、地域の企業や団体など「事業者」に対しては、「地域住民の特性データの共有に

よる新たなまちづくり」を促進できたと考える。具体的には以下の点が挙げられる。 
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（１）地域住民の主観的なウェルビーイングに関するデータの活用可能性 

  池袋のエリアプラットフォーム運営を行う事業者との意見交換では、新たな事業者の

立地支援などを計画する際に、地域住民のウェルビーイングやコミュニティの状況、住民

属性などのデータを活用することで、出店の促進などにつながるのではないかといった

意見が聞かれた。今後、開発したデータプラットフォームは広く公開することを検討して

おり、集約したデータのオープンにすることで、一層の官民のまちづくりによるデータ利

活用が促進されるよう推進していく。 

 

（２）施設利用者に関するデータ活用による施設の民間活用の可能性 

  本事業においては、３か所の区民ひろばで実証を実施した。実証に際しては、データを

踏まえて、大学やプロスポーツチーム等による新たな企画を実施し、検証を行ったことで、

従来の行政を主体とした取組から発展することができた。今後、地域住民のウェルビーイ

ング等に関するデータをオープンにすることで民間事業者による自発的な区民ひろばへ

の事業参画や、実証フィールドとして区民ひろばを活用するなど、本事業による成果を周

知し区民ひろばの新たな価値を示すことによって、民間事業者による利活用を促進して

いく。 
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６．横展開の可能性 

6.1 マネタイズするために必要な要素 

 本事業を持続的なものとするためには、以下の点が重要と考える。 

 

（１）データの継続的な取得・蓄積 

  地域の特性を得るために、本事業では豊島区民等を対象にウェルビーイング等に関す

るアンケートを実施し、2,436 件の回答を得た。心身の健康や生きがいなどの個人が感じ

るウェルビーイングは変化するものであり、また、区民ひろば利用者が今後増加する場合

も新たな利用者層のウェルビーイング等についても把握することが不可欠であることか

ら、定期的にアンケート等を実施し、継続的なデータの取得・蓄積を図る必要がある。ま

た、利用者の幸福実感の向上などの変化の状況を把握することで新たな区民ひろばの運

営方法の効果検証が可能となるため、今後も定期的に区民ひろばや区のイベント等にお

いてデータ収集を継続することが重要である。 

 

（２）データを踏まえた区民ひろばの運営改善のサイクルの実現 

  本事業では、３施設においてウェルビーイング等のデータ活用に加え、エスノグラフィ

ー調査を実施した上で地域関係者も含めたワークショップなどを通じた検討を行い、実

証を実施した。これらの３施設以外の職員についても、今後、開発したデータプラットフ

ォームを区民ひろばの職員等が自立的に使用し、新たな取組の企画立案が行うことでき

るよう研修を行ったが、研修ではデータ利活用には慣れが必要であり、各施設での情報交

換などの実務レベルでは課題が聞かれている。 

データを活用した運営改善方法の具体例を示しつつ、データプラットフォームの活用

に関する研修などを継続的に実施することで、データ活用の効果を周知し、運営改善の好

循環が生まれるサイクルを示すことで、継続的な取組を実現していくことが必要と考え

る。 

 

（３）他の施設・エリアへのサービス展開 

  地域住民のウェルビーイングの把握や住民の人口等のデータは区民ひろば以外の公園

等の公共施設やまちづくりにおいても活用可能なデータであると考えられる。池袋のエ

リアプラットフォームを運営する事業者との意見交換においても新規立地事業者の誘致

などに向けたデータ利活用などについての期待が聞かれ、また、他の自治体においても商

店街等のまちづくりにおける活用などの可能性についての意見があった。 

今後、取得したデータのオープン化を進め、行政のみならず民間利用者によるデータ活

用を促進し、様々な場面での利用の実例を作ることで、更なるデータ利活用を進めること

が重要である。 
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6.2 横展開できるエリアの特徴 

 本事業を横展開できるエリアの特徴としては、以下の点が考えられる。 

 

（１）地域住民に対してサービスを提供する自治体・民間事業者に展開が可能 

  地域住民のニーズはその地域の特徴によって異なり、社会の課題や環境の変化に応じ

て適切なサービスを提供することが求められる。地方公共団体等の行政においては、住民

の福祉の向上に向けて様々なサービスを提供しているが画一的な取組が過去から継続さ

れていることが多く見られる。住民の生活の質を向上させ、地域の活性化を目指す自治体

や、新たに民間事業者の誘致等を通じてまちづくりを行う商店街等の事業者は、今後の在

り方や取組の方向性を検討する際に、今回収集したようなウェルビーイング等に関する

データを収集し、住民のニーズや考え方を把握した上で取り組むことは地域価値の向上

に寄与するものであり、様々な自治体や民間事業者による活用が可能であると考えられ

る。 

 

（２）近隣自治体 

  本事業において取得したデータは、主に豊島区の区民ひろばを利用する区民等を中心

としたものであるが、地域住民の生活圏は居住する行政区に限定されるものではない。区

民ひろばは豊島区民に限らず利用することができる施設として運営しており、入館シス

テムなどの仕組みは近隣の自治体とも共通のサービスとして様々な施設に導入され、利

用状況などのデータが共通基盤として自治体間で共有されることで、住民の生活圏を意

識した広域でサービス提供を行うことが可能となると考えられる。都民の生活の質の向

上に向けては、これらのデータ共通化を行うことを通じて、自治体間での役割分担の検討

や連携などに活用することが可能と考えられる。 
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７．今後の予定 

 本事業において、住民のウェルビーイング等のデータを収集し、区民ひろばの在り方につ

いて 3施設を対象とした実証を行い、住民の満足度向上に一定の効果が得られた。また、区

民ひろばの利用状況についてもデジタルによる入館システムを構築・導入することで、施設

運営における業務負担の軽減効果があったことから、デジタル技術の導入・活用の価値を確

認できている。今回の実証対象以外の区民ひろばの職員等に対するデータ利活用研修を実

施しており、今後は実証した３施設以外においてもデータを活用した在り方検討を行うこ

とで、都民に対して新たな価値を提供し、生活の質の向上に向けた施設の運営改善に取り組

んでいく。 

 また、構築したデータプラットフォームについては、今後、豊島区職員以外にも利用する

ことが可能となるよう、データの外部公開を進めることを予定している。豊島区では、区内

に立地する民間事業者等との協働を進めるための「チームとしま」という連携の場があるこ

とから、これらの機会を活用した事例の周知やデータ活用に関するアイデア募集などを行

うことで、豊島区内の民間事業者による利活用を促進することを考えている。また、近隣自

治体に対して取組事例の共有などを行うことで、自治体間連携などに取り組んでいく。 

  

 住民の福祉に貢献し、生活の質の向上させるため、本事業では「人」に注目してデータ利

活用による区民ひろばを中心とした地域活性化に取り組んだ。地域に暮らす人がどのよう

な考え方を持っているかをデータにより把握し、データを踏まえて関係者で対話を行うこ

とで、データとリアルを基にした新たな地域の姿を見出していくことが重要かつ効果的で

ある。今後も継続的に取り組むことで、豊島区基本構想に掲げる「誰もがいつでも主役」、

「みんながつながる」、「出会いと笑顔が咲きほこる、憧れのまち」の実現を目指していく。 

 

 


